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井 上  ―
芦原建築設計研究所
所長代理

東京都渋谷区桜丘町3115住 友生命渋谷 ビル

TEL 03 3468-7461

「東京芸術劇場の

設計について」

東京芸術劇場の立地条件をみたとき、

池袋駅西口と敷地を結るヽ部分にある池袋

西回公園は劇場への地上面での主要なア

プローチ部分となっている。また敷地の

北倶Jの端を地下鉄がとおっているため、

その振動騒音源からホールをでき得る限

り遠くに配置することが絶対条件であり、

一方この種の複含施設としてまとまった

コミュニティスペースが不可欠な要素で

もある。4つのホールを平面配置するこ

とは騒音源との関係や、コミュニティス

ペースがとれない等、抜本的解決策を要

求されるところとなる。そこで敷地の南

側に4つのホールを積層システムによる

立体構成で配置することにより、敷地の

北イ貝Jにかなりまとまった空間を生みだす

ことができたことは都市空間の高度利用

の観点から貴重なスペースといえる。こ

のスペースをアトリウム空間として開放

性をもたせ、隣接の公園の整備と一体的

に計画、デザインし、相互のオープンス

ペースが有機的な働きをするようにした。

公園広場、アトリウムには、このよう

な空間の重要な構成要素となる環境造形

について多くの作家の協力をえられる企

画上のシステムによつて、それぞれの場

所にマツチしたオリジナル作品を配置す

ることができた。特に駅から公園をとお

してアトリウムヘ向う軸線上に配した大

型のモニュメント (ミ ドモア作)は建物

の大空間と対時すると同時に公園広場の

求心的役害Jも果 し、外部空間の総合性を

高めることができた。

アトリウム空間からは各ホールヘのア

クセスが一目瞭然とわかるように立体構

成をカラーゾーニングによって明確にし、

それぞれに色分けされたエスカレーター

によつてアプローチする。大ホール (コ

ンサー Кホール)へは大エスカレーター

により5階のレベルの公共広場にアプロ

ーチする。この階は広場の奥に展示ホー

ルなどを配し、ホール利用以外にも大空

間の奥まで入つてもらい日常的に多いに

活用、親しんでもらえるように工夫した。
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澤 田  隆 男
芦原建築設計研究所

副所長

東京都渋谷区 l・ EE町3115住友生命ビル

TEL 03-3463-7461

東京芸術lll場の設計における

芸術家の協力について

東京芸術劇場及び池袋西日公園の計画

には、29人の芸術家の協力による41点の

作品が設置されている。それらは、建築

設計の一環として、設置個所や仕様、予

算などが予め組込まれ、工事の進捗に合

せて、設計者倶」の起案にもとづき、作家

選定委員会の承認を得て選定された作家

たちの作品である。

アトリウムには、床の間とも云べき半

円形をしたアルコーブがあり、その中心

に佐藤忠良氏のブロンズ彫刻を置き、ア

トリウム天丼からは、金色をした金属片

を散りばめた伊原通夫氏の懸崖彫亥」を吊

り空間に潤いをもたせている。そこから

5階広場への大エスカレータを登りつめ

た正面に絹谷幸二氏のフレスコ天丼画を

めだたせ、広場の一隅には大久保婦久子

氏による美しい皮革作品が格別な味わい

を醸し出すようにしてある。そして、大

ホールのメインホワイエに多田美波氏の

ガラスによる微妙な色調の美しい壁面構

成が、中木―ルホワイエには、川原竜三

郎氏の手のこんだブロンズ壁面彫刻が、

会議ブロックのロビーには、瀧川嘉子氏

のガラス造型と、内丼乃生氏のタペスに

リーが、……というように、各施設に数

点づつの作品をおいている。

外部には、もうすっかり剛染んでくれ

ているニューヨーク在住の彫亥」家クレメ

ント・ミドモアの高さ10mのモニュメン

トを中心として、見る角度によつて曲線

が直線に変る建畠覚造氏のモニュメント

や、台座から解放し歩行者レベルにブロ

ンズ像をたてることでお脚じみの朝倉響

子氏の作品や永原浄氏の発光ダイオー ド

をモチーフとした光のオベリスクなども

設置してある。

又、西口公園には、現代彫亥」センター

の協力により設計事務所がプロデュース

した10人の彫刻家による18体の空中彫刻

群を実施 した。

その他、豊島区や地元商店会が設置し

た記念像や記念碑が加わり、まさに彫亥J

公園の観を呈している。

この様に振り返つてみると、この計画

の質と量は、公共建築にとつて大へん恵

まれた汐」であり、オーナー側の文化に対

する理解の深さを示すものと云えよう。

この計画が、今後 (建築と関連した美

術・工芸との結びつき)の発展のための

一lalに なることを望むものである。

マ ヽ

アトリウム全景

「
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中ホール
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東側立面
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環境造形作家

AKEMI NISHIDA

西 田 明 未
東京都千代田区二番町 1千代田マンション201

西田美研le~l TEL03 3237 1248

東京芸術劇場の壁画について

池袋に東京芸術濠」場ができる事を新聞

で知ったのは、数年前の事でした。

都のこ関係のこ担当者や、声原先生の

ところに時々お訪ね し機会があつたらと

思いこ提案できるよう念じておりました。

一昨年の頃だと思いますが、都のこ担

当の方や、声原先生からこ提案しても良

いというお話を承つてとても心が踊つた

のを覚えております。

芦原先生から三階の喫茶室の壁面に、

縦48m、 横73mと の面積をお聞きし喫

茶室にしてはとても大きな壁面だと思い、

柔らかな優しい色と形で表現してみたい

と思い、芦原先生にどんな表現が建築と

合うでしようかとお伺いしてみました。

声原先生は、任すから自由にやつてみ

てくれとおつしやいました。

周囲の環境、建築の素材、色と形との

調和、壁画こ提案の空間の使用目的をお

聞きし、品が良くて艶やかで、何か酒落

た雰囲気の作品を制作してみたいと思い

ました。

自分の心に素直に、シツクにまとめあ

げてみることが大切だなと思い午後の一

時をこの喫茶室で過こす自分の姿を映し

こんでみました。この芸術劇場を訪れる

方々が、ファミリーで、親しい友人と、

恋人と難しい理屈を抜きにして装いを新

たにチョット気取つて座っている姿を重

ねてみてみました。

素材については、石とガラスと陶器の

三つでまとめ、特に、陶器については、

手作りの良さを出す中で、背景の色合い

を微妙な複雑な重ねの柔らかさを表現で

きるように注意 してみました。

作品の題名も 「ハッピネス」と命名し、

強烈なインパクトを観る人に与えず、周

囲と調和したさりげない魅力のある作品

が出来上がつたと喜んでおります。

-5-



彫刻家

RYUZABURO KAWAHARA

川  原  竜 三 郎

東京都大田区田園調布44714
TEL 03 3722 4849

宇宙への響き

1988年 9月下旬、建築家の声原義信先

生から、お電話をいただき、芸術劇場2
階のホワイエの壁画彫亥」の依頼を受けま

した。壁面彫亥」の経験は何度かあるもの

の劇場全体の建築規模に驚くと共に大き

な責任を感じつつ、早速作品設置部分や

全体の図面を頂戴しめやすとしての構想、

デッサンを考えた。ブロンズ仕上げまで

1年 9ケ 月程の期間があり、一応計画的

にデッサンを急いだ。その構図をねりな

がら、私の頭に次々と浮かんだのは大き

な空間への形体と21世紀を展望した作品、

叉宇目的空間をテーマにした楽しいもの

にしたいということ、又その目的に対し

自由な自然的又、神秘性を秘めた表現を

する事で、従来の表現方法やテクニック

に特にこだわらず制作していこうと考え

た。9m× 4mの壁面を宇宙的空間の一

部と想定し、それが如何に建築の目的と

うまく調和するかも大変重要であり数多

いデッサンを描き、現場見学を続けるう

ちに宇宙に躍動する造形のイマジネーシ

ョンが生れてきた。早速蠍型による1/10

の原型の制作にとりかかる。蝠型による

原型は従来の粘土型や石膏原型と異質で

あるだけでなく、最終的なブロンズに一

番近い質感として理解できるため担当の

方々との意見交換をくり返す中、担当の

方々にも理解していただく事が早かつた

様に思われた。それによつて私の表現へ

の自信と制作への情熱も湧き1/5の 原型

(蟷型)に取りかかる。この 1/5の原型は

実寸への制作を想定するのみならず、じ

かに蟷型による技術表現であり日本では

まだ一般的でないが、イタリアで学んだ

アル トリリエイヴォ (∧ lto「 |lle∨ o)高
浮き彫りの壁面彫亥」である。この蠍によ

る制作の利点としては、従来の彫亥J制作

方法の粘土、石膏型に捨て、技術的に不

可能な事がすべて可能となり、又蟷特有

の技法が楽しめるわけであるが、鋳造技

術も特殊なものだけにまだ日本では、な

かなか困難な点も多い。さて実寸の制作

に入り、毎日蟷をひねつていくうちに、

次々と宇宙への響きのイメージが湧き、

私に何かを語りかけてくるようになり、

全神経をこの壁面彫亥Jに 集中できるよう

になる。自分がイメージの中で翔6ヽこと

によつて表現が客観的に見えてくる。こ

の作品への心理的経過は、かつて学生時

代フアッツナーニ教授から学んだ事でも

ある。さてこの表現を通して最も重要な

事は、空FB8での造形目的に対する意義は

もとより、その造形形態を包む第二次的

な空間の存在の重要性である。つまり両

者が位置空間の中で相互作用する事によ

つてより芸術1生を高めていくということ

である。

(倉」作にたずさわる者の願いとしては、

建築物及びそれに付帯する美術品に対 し

てその理解を深め、身近なものとして愛

情をもつてほしいものです。)

― B―
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石 川  佳 代
allメ イフェア
東京都世田谷区奥沢636
TEL 03 3704 8141

東京芸術劇場の

ステンドグラス制作に当つて

劇場の中ホール入口ロビーを入ると、

上部にゆるやかに湾曲した壁面があり、

その反対側は三階のホワイエとなってい

る。ステンドグラスは、ロビー側、ホワ

イエ倶」の間仕切りの形で両方に違ったデ

ザインのシリーズで入れられた。ロビー

側にはブルー、グリーン、そしてピンク

を基調とした流れるようなデザイン、ホ

ワイエ側には自を基調とした間に、春夏

秋冬をわずかな色の違いでイメージした

様々な色がシンプルに入つているデザイ

ンである。デザイン画は芦原建築設計研

究所からいただいたが、ステンドグラス

はその構造上、必ず鉛線で区切られ、ガ

■■
=|・

・  ■●

ラスの切られる形、大きさに制約がある。

オリジナルデザインにその点を考慮した

線、そして補強上必要な線等を、デザイ

ンに取り込む形で補正させていただいた。

補正線とはいえ、デザインに影響するも

のなので、実寸大に拡大し、鉛線も実際

に使用するものと同じ幅に描き入れた下

図で検討していただいた。デザイン画は

マーカーで彩色されてあつたが、その色

を出来るだけ忠実に再現する為に幾つか

の部分ではガラスを重ねた。ガラスは色

だけでなく、製造の違いによる様々なテ

クスチュアを持っている。そのどれを使

用するかどういう組合せをするかで表情

が違つてくる。今回はデザインがシンプ

ルであったので、色合せをするだけでは

単調になる為、中世のステンドグラスが

作られた時と同じ製法のアンティークグ

ラスを使用した。このガラスは全て手造

りで、気泡が入つたり、厚味も一定では

ないが、そのことが、光を受けると微妙

な味わい引き出す。シンプルであればあ

る程、そのガラス自身の持つ性質がパネ

ル全体をどれ程格調高くするかが問われ

る。今回は厚い壁の中に入るステンドグ

ラスという事で、ワンペアずつのパネル

の上下左右に間接光として照明装置が取

り付けられ、ホワイエ倶」のパネルの裏に

は半透明のアクリル板を入れた。照明の

具合をみる為にシュミレーションボック

スを作つていただいた。ガラスの決定、

切つた段階での色の具合、更にパネルに

なつてからも、イメージ通りに仕上がっ

ているか等、声原建築設計研究所副所長

の澤田氏、そしてデザインをされた宮崎

さんには何度も来ていただき検討してい

ただいた。日本のステンドグラスは与え

られる製作期間の余りない事が多いが、

今回は時間をかけて様々な角度から見な

が ら、考えながら製作する事が出来た。

東京を代表する劇場の壁面装飾に関わる

ことが出来たことは、ステンドグラスを

一生の仕事とする私の幸福な体験であつ

た。

― フ ー



遠 山  景 行
榊1島織物
東京都千代田区永田町2142山 王グランドビル
TEL 03 8506 0800

「東京芸術濠」場」緞帳について

池袋駅西日からのアプローチ、池袋西

口公園をも包みこむようなアトリウムの

心地よい空間の広がりの中に身を置くと、

大、中、小、それぞれのホールヘとエス

カレーターによるアクセスは、次なる次

元の展開を予感させる世界である。「東京

芸術劇場Jは、外部空間と内部空間を結

ぶアトリウムと、ホールを建物の縦軸に

配置した大胆な構造に新生池袋の患吹き

が感じられるだけでなく、建物の周囲や

内部の各所に絵画や彫亥」、照明等、多く

のアーチストの参画による 「演出」は、

この芸術会館を21世紀に向かつて世界の

芸術 。文化の発進基地とする関係者の意

図が充分に表現されていると思われる。

このような 「東京芸術劇場」の中ホー

ル緞帳デザインの本格的な取り組みを始

めたのは1989年初めではなかつたかと記

憶します。デザイン・スタッフ全員でミ

ーティングを繰り返し、アイディアを絞

り、スケッチを重ねたものの中からセレ

クトされたものが四名のデザイナーによ

って描き上げられ、それらの中の一枚が

別掲の通り選ばれた画である。

潜在したイメージが形あるものへと定

着されていく中で、日本の美意識をも内

在させた緞帳を考え「都」のシンボルで

ある羽ばたく「都鳥」と「桜」「銀杏Jを

テーマにして、動きのある色彩の トーン

を基調にしたデザインに決定をみました。

緞帳は綴織の技法をもって制作いたし

ますが、この度のデザインは綴織で表現

するのが難しいと言うより、この色彩の

トーンの変化/ci表 現するのに色数が千色

以上も有り、非常に時間のかかるもので

あったため、織の組織変化、素材、配色

の組立、よリデザインの意図を確かなも

のにするに充分な下絵と、従来の緞帳に

倍 して入念な準備の上制作したものです。

織上りもデザインの持つイメージを生か

しながら、織ならではの風格ある緞帳に

仕上がつたのではないかと自讃するもの

であります。

緞帳は、単に舞台と客席を物理的に隔

てるものである外に、現代の劇場空間に、

空間の質的な目的に合致したもの、即ち、

建築と同化したコンセプドによる統合性

が必要である。将来的には建築・緞帳の

デザイン、制作はコンセプトのプラン段

階での参画が要請される機会も多くなる

ものと期待すると同時に、緞帳のもつ抽

象的な
｀
美

″
にも存在感を見いだす日本

の美意識を大切に、緞帳の制作に取り組

むべきことを痛感した次第であります。
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画家

KOHJI KINUTANI

絹 谷 幸 二

東京都世田谷区成城4615
東京芸術大学助教授

東京芸術劇場天上壁画

制作にあたつて

古代アルタミラ以来連綿と続くボン・

アフレスコ (真性アフレスコ画)で本格

的に竃隆天上壁画を描くには当初より幾

多の難関が予想された。

第一に熱を集中させる特質のある竃隆

に左宮工事が充分施工され得るか。

第二に絵筆を頭上にかかげ顔料をシヤ

ワーの様に受けての制作上の困難。

第三に竃庭に絵を描いた場合画面が歪

曲しゆがみが出るがその対策。

第四に短期間の制作時間に巨大な三つ

のアーチを描き切れるか f・ …・などであつ

た。

当協会会長声原義信先生の依頼であり

おことわりすることもならず引き受けた

が、それ以来大変な戦いが始まつたので

ある。

制作前半年間に2度渡欧し、パリ、オ

ペラ座シャガール円形壁画、マドリッド、

ゴヤの竃隆天上壁画調査、そしてイタリ

アを回遊 し4年間の留学時代研究した寺

院などの再訪。この調査研究中に作画の

構想を練り続けた。

壁画は本邦ではこれまで装飾性のみに

重点がおかれ、言わば毒にも薬にもなら

ない見た目だけの上渭りした建物に隷属

したものが多数見られた。しかし本来壁

画は人間の精神の高揚の場であらねばな

らず見る眼の後ろ側にある本体の脳髄と

語り合えるしろものであつてほしいので

あつた。

渡欧に於いて作画構想を練 り続けたの

は実はこの一点であり、画面上の絵の組

み立てによる構図法ではなかつたのだつ

た。

壁画は一個人が所有 してしまうタブロ

ーと異なり、又絵画を愛好する人々の集

う美術館収蔵作品とも一線を画し、一般

の人々誰もが集う所に植物の様に動くこ

となく存在し続ける絵画なのであろう。

そして私は現在私自身が感じている喜び

や苦しみ、楽しさや悲しさ心の中の出来

事を石炭岩の岩の壁に塗り込めて、まだ

出会った事もない未来の子供達とアンジ

ェラの涙と共に語たり会えることが出来

ればこれ以上の喜びはないのである。
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革工芸家

FUKUK0 0HKUB0

大 久 保  婦 久 子

東京都新宿区下落含32120
TEL 03 3951 4392

私は東京芸術劇場が建設される事は、

かねがねお聞き致しておりましたが、そ

の御設計が芦原先生とお伺いして、すぐ

先生の御設計の千葉の民俗博物館の事を

思い出しました。所が一昨年の秋の頃、

先生から芸術劇場のお仕事をとお話をお

受け致しました。私の住いの一つ先の駅

の池袋に建つ事に親近感を持つたのでこ

ざいますが、それにもまして先生の御設

計の建築物の中で、自分の作品をながめ

てみたい、自分の姿を見つめてみたい、

と思う念の方が大きく、お言葉にしたが

い早速と研究所にお伺い致しました。

そして設置されます所が貴賓室である

事と、作品の大きさ等をお伺い出来まし

たので、其のテーマに就きましては、只

今私が扱つております創世紀に致したい

と思い、先生のお手元に二枚コンポジシ

ョンをお届け致しました所、其中の日時

計を扱つた方の図をお取り下さいました。

此は横画面を波で斜めに仕切り、草原

を菫、海浜を夜とした情景を表現したも

のであります。

革の仕事は、私は素材の鞣製の変化か

ら茶色に始まつて茶色に終る物と思つて

おりますが、なお革の為に湿気をる、せぎ、

塵をよける手段と加飾を兼ね金箔と岩料

を使う事をルールとしております。

さて、制作進行中に、再度5階の壁面、

エスカレーターを昇りつめた右倶」を見た

虚の場所に横長の作品をと云うお話を受

けました。

この作品は縦巾が狭く、本当に横長の

スペースで御座いましたが、三枚のコン

ポジションをお届け致しました所 「海の

幸」を選ばれました。
｀
慶び

″
を表したか

つた此図は、セクションに大漁の網、波

間に海の女神の慶びをそして手に手に海

の幸を捧げた人々の様が横一列に並んだ

構図です。

革を壁面に持つて来る迄、私は色々と

試行錯誤を重ね、今迄はいつも額装で飾

られておりましたが、此度研究所の渾田

様に大変お世話になりまして、壁に嵌め

込む事になり作品の為に大変嬉しい結果

となりました。

取り付にあたり、職人さんと夜おそく

迄現場に詰めましたのも楽しい思い出と

なりました。

-10-

ヨ



彩布

NOBU UCH

内 井 乃 生
文化女子大学生活造形学科主任教授
東京都渋谷区代々木322
住居研究所 TEL 03 3299 2359

彩布「東京00SMOS」
のデザイン

芦原先生のお仕事をお手伝いさせてい

ただくのは、横浜女性フォーラムのエン

トランスホールにつづいて2回日、いづ

れも設計の段階から、彩布の吊り下げる

位置を考慮していただき、その建築空間

のイメーヂを彩布の中で凝集できるとい

うやり甲斐のある仕事であつた。

東京芸術劇場の場合も、まづ全体の模

型と図面を見せていただき、彩布を吊る

5階会議室前の吹抜けロビーの立面図を

いただいた。とつさに頭に浮んだデザイ

ンは、巨大なアКリウムを覆つているガ

ラス屋根を支える三角 トラスによる大宇

宙空間を、彩布のモチーフにすることで

あつた。

作品名は早速「東京COSMOS」 と決

めてしまつた。三角形の幾何的な組み合

せによつて、万華鏡のようにさまざまな

形が色によつて動きパターンが変化する

という面白さを、手織りという調整可能

な工法を活用して、なるべく数多い表情

が生じるようにした。

彩布36本 (l本のサイズ、巾300× 1800)

の組み合せの変イヒによつても、異つたパ

ターンが生み出されることを考え、実物

制作に入つた。そして完成間近かい現場

を見て、組み合せ方は、3対を天丼から

イスの背まで吊り下げることにした。 l

対の大きさはタテ3.6m、 巾18mの細長

い布を垂れ下げるので、布地のポリュー

ムが必要であると考え、周囲だけをシャ

ギー織りにし、額縁状にした。この方法

は初めての試みである。

色調は芦原先生好みのブルーを主調色

とし、明るく、華やかに、空間を元気に

させるために赤・ピンクなどの対比する

色を配して、東京の都市の活気を表現し

たいと考えた。

無秩序に上下、左右に拡張していつた

東京という宇宙を、三角形という単純な

形と、多色な色使いによつて、立体的に

動いているパターンを考案した。
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世界各地からさまざまな色が東京に集

合 し、無秩序に混合しながらも、東京コ

スモを形成 している秩序感を感じさせる

ような彩布にしたかつたのである。



立体造形家

YOSHIKO TAKIKAWA

瀧  川  嘉  子

東京都大田区南千束2205
TEL 03 3726 8702

東京芸術劇場

迷宮ヘー明日の記念碑として一

基本構想の段階から20余人もの多様な

アーテイストが参加することを前提に建

築設計が進められた東京芸術劇場。

この、真に画期的な一大事業の完成を

心から御祝い申し上げると共に、声原先

生をはじめ関係者各位の御尽力に大いな

る喝宋をお送りしたいと思う。

そして何よりも、作家の一人として私

も加えて頂いたことに深く感謝申し上げ

たい。

あらゆるものが有り過ぎる位の東京で、

現代美術が常設され何時どなたにも御覧

頂ける場所が極めて少いだけに、このよ

うな建築とアー トの共生を計る施設建設

の意義は大変深く、大きい。

だが、大中小の濠」場を持つ大きな建物

の完成は新聞やT∨を通して広く人々の

知るところとなつたが、そこに美術や工

芸の作品が多数設置されていることを知

る人はほとんどいない一少くとも私の周

辺で私がお伝えした方々を除いては一

一般の人々の意識の中で「作品」は依

然として美術館や展覧会場の中に隔離さ

れ、その他の場所ではlalぇ 作品の前を通

つても、それが
｀
日に入らない

″
人が多

いことも事実である。

物言わぬ小さな存在であり実利実益に

は即応しない「作品Jを公共の空間で共

有する喜び、共有の作品の一々と対話す

ることの素晴らしさをどのように一般の

方々に知つて頂くのか。

建築家と作家の共同作業も互いに育て

あう長い過程を要するだろうが、建築家

や作家を含む送り手と受け手である一般

利用者との真の共生を作りあげることも

又、時間と努力を要する一人事業ではな

いだろうか。

その為には、作家個人の自己宣伝を越

えた次元で一般の人々に向けた広報活動、

すなわち、受け手の関心を喚起する為の

状況作りも時には必要となろう。

社会共有の財産は送り手だけでは作れ

ない。価値を隼みだす作業に受け手が加

わつた時はじめて、パブリック・アー ト

も言葉の深い意味においても充実したも

のになるのではないだろうか。

東京芸術劇場の完成はその画期的構想

ゆえに一層、ここから育てあげるべきも

のの誕生であって欲しい。

5階会議室入口に設置場所を頂いてホJ

作した作品「明日の記念碑」は、未来都

市又は空中都市のイメージから生れたも

のだが、この題の裏には以上のような、

私の切なる祈りも込められている。

撮影 平塚晴康
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彫刻尿

MINAMI TADA

多 田 美 波

東京都杉並区宮前515
TEL 03 3334 8872

「光壁制作について」

声原先生より東京芸術劇場、大ホール

のメインホワイIの壁面の御依頼を頂い

た時、先生の建築で始めて作品を制作出

来るということと、東京以外のホールで

は、幾つか仕事をしたことがあつたけれ

ど、待望の東京のホールという事で喜び

は格別であつた。

芦原先生より、帝国ホテル、ロビーラ

ウンジの様なガラスの壁面をというお話

で、20年ぶりの光壁の制作に又意欲が湧

いた。建築の設計に溶け合い、現代感覚

で人々と対話の出来る光壁をと。この壁

面はメインホールのホワイエであり、立

派なコンサートホールに調和するもので

なければならないし、この本一ルに、出

入りする人々の流れで多くの視点がある

事等、この建築の中の責任ある役害」を感

じながら制作を進めて行つた。

帝国ホテルの場合は、8メ ー トルの高

さもあつた為、ガラスブロツクを反射板

を兼ねた取付板にセットして構成したが、

今回はガラスブロツク自体を光を反射す

る様な構造とすることに重点を置いた。

無色のガラスブロツクは、発光体となる

様に、レンズ効果を考えた形とし、この

部分が全体の主調の光によるリズムを形

成する様にした。

ガラスの制作は、20年前にも意欲的に

取組んで下さつた「上越クリスタル硝子J

に、再び依頼をした。度重るガラスの形

状、色のテスト、金型の変更にも応じて、

一貫 した制作を続け、3倍の数のブロッ

ク市」作から、色と、形状の選択をして、

私が工場で最終制作をした時にも、ガラ

スの移動、選択等、専務夫人と、女性仲間

の協力があつたり、お陰で又20年前と変

らぬ光壁の制作を再現することが出来た。

光壁も光と色での表現が主流だつたの

で八ロゲンランプの照明器具も新しく設

計して取り付けた。

音楽ホールに続く重要な空間なので、

演奏の余韻をただよわせたいとの思いが

強かつたので、構想を練つている時間は

必ず音楽を聞きながらの楽 しい制作でも

あつた。
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照明デザイナー

」ON∧GAHARA

永  原   浄

東京都板橋区成増23636
TEL 03 3975 1800

東京芸術Ell場

作品

光のオベリスク「アリオン」

実は光のモニュメントのデザインが決

まる前に、声原先生から、大木一ルの木

ワイエヘ通ずエスカレーターの吹抜部に

シャンデリアに変るべく光の造形を御依

頼があり、面白い空間であり客溜りの空

間では視線を誘るヽ事の出来る、はつとす

る様な手法を考え、澤田さんとも打合し

ながら設計チームの合意を頂いて形が決

まった。何分にも長さ10米余りの長い光

体をエスカレーターの上部に吊り下げる

ので、色々と仕組を凝してラフモデルで

提案をしてもらつたら、都側からメンテ

ナンスに問題ありと難色を示され、声原

先生他スタッフに御迷惑を掛けてしまつ

た。全く新しい形ではなかつたかと残念

でたまらなかつた。その後声原研究所よ

り、屋外の空間に光のモニュメントにな

るものをやつて欲しいとの連絡を頂いて、

ペナルテーを背負つて再提案となるので

慎重に事を進めた。光や高さについての

御意向もあって充分に配慮 して現場のシ

チュエーション、使うイ貝Jに対する配慮等

を形を決めるチヤー トとして2案をモデ

ルで都側に直接提示する事になつた。澤

田さんと共に都庁に出掛け、初めての都

庁舎を通り抜け、営繕課の鈴木課長そし

て永丼管財部長、文化局の方々に提示し

―案が全員の合意で決まつた。最近モニ

ュメントの形が何かしら似ているし、一

つのインパクトに引きずられてアイデア

頂戴形が多い中で都イ貝Jも注意を払つての

決定であつたように思ふ。現場の状況か

らメンテナンス、特に仕上の将来性、光

源の耐久性、仕用4/1の lB久性等を配慮 し

たスケールでの光のモニュメントの提案

であつた。チタン板の加工限度寸法8米

内で形を制作出来る工場を」∨の推薦で

菊川工業にお願いする。新しい光源とな

るダイオードについては以前から実験的

作品を作つているスタンレー電気に協力

をお願いした。

提案した光のオベリスクが長く光を放

って、いつまでもそこにある事の為めに

様々な事を考えた。

設置に際して芦原研究所と現況に対応

して、(すでに朝倉さんの彫亥」の場所も決

まっていた)残された点を幾つか当たつ

たが、都と区との区分の線にひかかつた

り、街路樹、広場灯、サイン等との立上

りがあって、残された視角内で最も効果

的な点が決まった。私は建築と関わつた

それらの物の形や設置については常にア

ーキテクチュアルなアプローチを原点に

置いて決めている。その中での造形の在

り方に様々な形体を現場に抽出している。

一番のミスジャツジは光のオベリスク

の方位であつた。形の正面性を逆に見せ

てしまった事である。光のオベリスク「ア

リオンJと オーギュスト・ロダンの言葉

通りに最つと気張るべきだつた事、そし

て声原先生もそれを望んでいられたので

はなかつたかなとしきりに反省している。
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飯 野 毅 一
東京都中央1/銀座31口 19美 術家会館 lF
現代彫亥Jセ ンター TEL 03 3542 7505

東京芸術劇場の設計計画に、過去に例

を見ない程の多数の美術家、工芸家の参

加を得たことの意義は誠に大きいものが

あります。

それは、この東京芸術劇場が建物や構

造物、或いはその機能性といつた側面に

必ずしもとらわれることなく、文化活動

の拠点として、正しく人々に解放された

心豊かな共有空間の倉」造というトータル

な見地から計画され実践された結果と考

え得るからであります。

私共の担当は、劇場正面入口前に拡が

る西回公園の中にシンボルとして設置さ

れる大型彫亥」、そして10本 と日本の2つ

のグループに分けられたステンレス・パ

撮影 :村丼 修

石彫 右から若林 功 斎藤 智 岡本敦生 山崎隆 湯村 光 菅原二郎 中丼延也 高田大
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イプの上に設置される彫亥」群の企画制作

でありました。いずれも劇場建物と一体

となつた都民の共有空間を創造するとの

見地から極めて重要な位置を占めており

ます。従つて作家の選定と制作発注に当

たっては、芸術性はもとより環境性や市

民性といつた様々な条件を考慮 しながら、

都当局、豊島区当局、並びに芦原建築設

計研究所の御指導を仰ぎつつ、鋭意慎重

に行われたことは申すまでもありません。

l。 「CttESCttNDO」
(音楽用語で、次第に強くなること)

ペインテッド・アルミニューム

高さ10m

クレメント・ミードモア氏制作

東京芸術劇場のシンボルとなる大型彫

刻については、何よりも巨大な濠」場建物

と一体感を成す存在としてスケール感の

ある力強い作品が求められました。その

結果、欧米において数多くの優れた野外

彫亥Jの実績を持つ、アメリカのクレメン

ト・ミードモア氏が選ばれました。作品

の設置完了まで、ミー ドモア氏は数次に

わたり来日、その間、主に劇場建物との

相対関係を考慮に入れた3つの作品モデ

ルが制作され、作品の方向・角度やスケ

ールの決定まで、現場での検討作業が関

係者を含めて幾度か行われ、「CRttS―

CENDO」 が我国初のミー ドモア 作品

として最終決定/1見るに至りました。作

品制作はニューヨークで行われましたが、

作品設置に係わる綿密な打ち合わせが日

米の関係者間で行われた結果、設置作業

も略々順調に完了することが出来ました。

2.「田園交響楽 」

ブロンズ

地面よりの高さ 335m-65m
加藤昭男氏、掛丼五郎氏制作

劇場建物に至る西回公園の導入部に10

本のステンレス・パイプを点在させ、そ

の各々の上にいわゆる半具象の楽しい彫

刻作品をひとつのグループとして複数の

彫刻家に制作を願うという前提で作業が

開始されました。

作家の選定からパイプの高さや太さ、

そして作品の配置や方向等、ひとつの望

ましい結果を得る為に、可成り実験的な

要素を含んだ企画と思われました。

幸いに、お互い息の合つた新市J作協会

の加藤、掛丼の両氏がこの難題に快く取

り組んで下さることとなり、関係者―堂

に依る度重なる協議の中から、この場所

の作品に相応しい「田園交響楽Jと いう

テーマも決定されました。お二人の彫亥J

家が 5点ずつ制作されることになりまし

たが、 10点の作品の各々の相関関係やら

大きさの決定等、正に患の合つた作家同

志ならではの制作が続けられ、同時に作

品の空中への配置に係わる検討も重ねら

れました。然しながら光線の加減やら視

点の動線など、どうしても机上の作業で

は限界があり、最終的には現場に作品を

持ち込んでの実験作業とな りま した。

各々完結した複数の作品を空中に然るべ

く点在させて、全体としてひとつのテー

マを表現させるというこの企画の難しさ

を加藤、掛丼両氏の多大な御尽力を得て

なんとか克服、無事に設置を完了する事

が出来ました。

3。 「石彫の道」 (仮称 )

御影石

地面よりの高さ 2.05m-303m
岡本敦生、斎藤智、菅原二郎、高田大、

山崎隆、中丼延也、湯村光、若林功

(五十音順)各氏制作

西口公園の南倶J、 本立の中の遊歩道に

沿つて並ぶ平均18m程 の日本のステン

レス・パイプの上に設置される彫亥」作品

群は、「田園交響楽」がいわば動的存在で

あるのに対して、未来に向かう悠々の示

す静的存在として検討して行くことから

始められました。

先ず、作品の素材を御影石とする方針

が決定され、内外の彫亥」界で活躍中の30

代から50代の日本人中堅作家の中から、

各々が異なつた芸術表現をされる 8名の

彫亥」家が選定されました。

そして、作品の重量の上限を300kgとす

る前提条件のみで、各作家に自由に制作

願うべく、先ずはデッサンを御提出願い

ました。こちらは特定のテーマは設けず、

完全に競作という形式になりましたが、

幸いに何れのデッサンも関係者の御期待

に充分に応え得るものであり、順調に市J

作が開始されることになりました。日本

のステンレス・パイプは一列に並んでお

り、作品もほとんどがいわゆる抽象形態

でありましたので、設置に際しては作品

同士の個性がお互いに有効に発揮される

ことに主眼を置き、保全面に配慮しつつ

こちらも無事に設置を完了する事が出来

ました。

周囲への力強い問いかけを意図した作

品「CRttSCttNDO」 、楽しみや喜び

を謳つた「田園交響楽」、悠々の時を静か

に語る石彫群、その何れもが劇場建物や

他の多くの美術作品や工芸作品と一体と

なつて都民の為の快適で愉快な共有空間

の創造の為に資することを願わずにはい

られません。

加藤昭男・掛丼五郎 撮影 :村井 修

一 晰 ―



彫刻塚

KAKUZO TATEHATA

建 畠 覚 造
埼玉県川国市芝新町720第 2ビル
欄ローザ TEL 0482 61 0685

東京芸術濠l場外構

モニュメント

WA∨ING FIGUR巨

設計者の声原義信さんから東京芸術劇

場の外構モニュメントの製作の相談を受

けたのは一昨年の6月 頃であつた。その

頃、此の建築の池袋の現場は漸く鉄骨の

建ち上りを見せ始めた頃で全く混沌とし

ていたが、私は渋谷の声原事務所に伺い、

所長の声原さんや副所長の澤田さんとお

会いし、図面や建築模型をもとにして、

東京芸術劇場の建築プランや、その周辺

の環境設計の説明を受けた。その折示さ

れた此の建築の主要なコンセプトの一つ

は、巨大な硝子面に覆われ、常時市民の

立ち入る事の出来るアトリウムであり、

建築の中と外との融和は此のアトリウム

によって保たれていた。極めて魅力的な

実験空間である。私の製作するモニュメ

ントの為に予定されたスペースは此のア

トリウムの外構であつたが、私は此の様

な空間に対応する製作に大変興味を持つ

た。然し、此の様な空間に対応する事は、

一方において並大抵の事ではないと思わ

れた。

私は早速、此の様なスペースを分析し

ながら、先ず幾つかの本の模型の製作に

かかった。模型は試作を繰り返しながら

応て絞られ、最終的には私の現在の彫刻

の主題である波状形体に近づいていつた。

其の様な過程で、私が先ず考えたのは、

無限に上昇する形であつた。そして其の

形は、先に述べたアトリウムの外構で、

その内イ員」と外イ貝Jと の多角的な視角に対応

するフォルムでなければならなかった。

私は垂直に上昇する波形を水平に複数分

害」し、それを一つおきに中抜きしながら、

中央を買く円筒で繋ぐ事を考えた。此の

波状形体は、人々の見る角度によつて、

或る方向からは曲線に、又、或る方向か

らは直線に変化する視覚体験を持つ事が、

出来る筈である。

右の様なプランを進めながら木の模型

を私は同形の磨かれた金属模型に作り代

えたが、1ヒの段階で作品の磨かれた曲面

(鏡面)は、周囲の環境を写しとり、時

間と空間を取り込みながら、亥J々 と変化

する環境造形となつてゆく。つまり、巨

大な建造物に対応する為には、その建造

物を含む広い環境との対応なしには、彫

亥Jは建築の附属物になってしまうだろう

と思われたからである。

実物のモニュメントは予て私の作品を

手がけている八イテクニカルな設備のあ

る工場で、コンピューターコントロール

により部分拡大と綜合構築により完成さ

れたが詳細は紙面が無いので割愛します。

― 17-



彫亥J家

KYOKO ASAKURA

朝 倉 響 子

東京都文京区千駄木IB4
TEL 03 3827 6763

あるとき街で何げなくみかけたさまざ

まなシルエットが、あるときふとよみが

えることがあります。

初めて新しい空間に立つたときそのシ

ルエットがいくつか重なりあつて、記憶

の残像が 「′6ヽたりJのシルエットになり

ました。ゆきかう人の中にとけこんで、

ときのすぎゆくはざまにかたりかけられ

たらと希つています。

IJ

― 13-



建築彫刻家

TAKEMIENOMOT0

榎 本 建 規
東京都新宿区荒木町22さ くらマンション53
枷榎本建規ア トリエ TEL D3 3351 6704

私の場所録

東京センチメンタルジャーニー

「両国駅Jかつて終着駅だつた構内の高

窓から朝日がさしこんでいて床の中央に

タイル貼りの土俵があつてまわりの壁の

高みから力士の額が私を見下ろしている。

今は誰も居ないのにやはり大勢の空間な

のです。

「新大橋東詰の小公園Jの鉄棚にもたれ

て眺める西日と川波と風は絶品です。私

のパッテリーパーク。ウォーターフロン

Nのスカイラインが川面にゆれて。

「お茶の水駅」を聖橋に出て大いに迷う

こと。右に行けばニコライ堂、左に行け

ば明神様、鐘の音にしようか甘酒にしよ

うか、それとも聖堂の孔子廟の楷の樹の

檎を読みに行くとか……。

「わがまち新宿Jは縦糸、横糸のないク

レイジーなピストリー。朝、昼、夜のい

となみと時の流れがもつれ合い織りこま

れていてもはやほぐれない。そこに私の

青春もまだほつれるままに残つているよ

うなまち。

30年前の私がアルバイトで画いたアン

ドン看板のコーヒー店がまだあつて、時

折そこのコーヒーを飲みに行く。ほろに

がさをすすリザンゲする。

「東京駅」のステーシヨンギヤラリーか

ら、丸の内を眺める。土曜日にはその喫

茶室の窓辺でグラスワインをやりながら

丸ビルをDき める。悠然と時代をこえて来

た建物同志が対話している。丸ビルの三

連の窓の配列がやさしいまなざしでこち

らを見ている。

「神宮外苑」の冬はガランとして明るい。

いちょう並木も檎をはらわれて骨の兵隊

さんになつて春を待つている。壁泉から

幾条かの水のてのひらが冬の陽ざしをつ

かもうとして水面をゆらす。唐 楓の下の

石のベンチの左はじが私のいつもの席で、

春から夏は若い男女が座っている。しか

たなく唐楓の幹をひとまわりして帰る。

秋にはこの石の座の上は唐楓の二枚の羽

をつけた実が落ち敷かれていて、拾つて

ガラス瓶に入れ陽にかざす。

― 19-
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金属工芸家

HIROSHI MINAMIZAWA

南 澤  弘
亀岡市‖我gB町 犬飼川北 41

TEL 077 122 3588欄 よ し与I房

カタロニア鉄記行

今回の出版のための取材もようやく終

りに近づいていました。今までに仕事の

ついでも含めて十数回、海外取材をして

来たのですが、この鉄の建築装飾の世界

でどうしても避けて通れない存在、スペ

インのアントニオ・ガウデイが未だ残つ

ていたのです。彼の鉄の仕事は資料で見

るかぎり特異中の特異で常識では考えな

いような工作や仕□が気にかかり、この

目で見るまでは全く予断を許さないとい

つた気持ちを持ち続けていたのです。

私はその気になりさえすれば、今まで

でも、何度でもバルセロナヘ行くことは

出来たのですが、正直なところ何となく

覚悟が決まらなかつたのです。物怖した

のかも知れませんし、恐い物見たさの楽

しみを残してあつたのかも知れません。

私はこの仕事の仕上げとして遂にバルセ

ロナヘ降り立つたのでした。

さて、まさに一見は何とやらで、「ハ八

―ン」という声にもならないため患が出

たように思うのですが、その時の感慨は

すぐには言葉にならなかつたのでした。

そこには奇異とか、不思議といつた先入

観はとつくに消え失せていました。「何と

自然であることか」、一人の人FBSの アイデ

ィアが、感性が、何の抵抗も無く伝わつ

て来るではありませんか。ここに居ると

こう言う物が造りたくなる。こう言うも

のが出来てしまう……ガウディの鉄の仕

事は本当に自然でした。その土地に、そ

の土地の植物が生えるように、明るい力

夕口ニアの風土、乾いた開放感、楽しい

理屈つぽさのアラビヤ風の造形物……そ

れらはまぎれも無くガウデイの土でした。

鉄の仕事のそれも、そこに自然物として

生え繁つているのです。決して変な仕口

や無理な工作物とは思われません。

アイディアが自然物のような有機的な

法則に導かれて「かたち」になつて行つ

た形跡があります。ガウデイの自然は本

当の自然に溶け込んでしまいます。

人類は自然の描写から模様を、編み出

し、意匠を組立てて、それはクラシツク

となり、伝統となつて受け継がれて来ま

した。我々は今も、それをひねくり廻し

て少しずつバリエーシヨンを増やしてい

ます。そんなことにおかまい無く、ガウ

ディの鉄の仕事は自然を心で写生して、

いきなり手で造ってしまうのです。それ

が 「ものJに成るのはヨーロツパの
｀
技

術の歴史
″

の教養でしよう。アラブ文明

との豊かな八イブリッドのカタロニアの

感性です。本当の倉」作と伝統の意lbkを ガ

ウディは語つてくれているのです。

カサ ミラの人口扉 ガウデイパルセロナ フィンカ グエルの竜のP5扉 パルセロサ

― 田 ―

儡鶉颯晰―晰

グエル公園内の門扉



「

平成3年度

通常総会について……

予 定 日 :平成3年 5月 8日 (水 )午
後5時 40分より (午後5時
半開場 )

場   所 :建築会館ホール (東京都港

区芝5丁目26番20号建築会

館 l階 )

懇親交流会 :午後6時半より同所にて行

いますが、次のようなアト

ラクションを企画しており

ます。正会員は勿論ですが、

法人会員におかせられては

一企業3～ 5人のこ参加を

期待 してお ります。 (ヮ ィ

ン・パーティです )

会   費 :一人5,000円。

アトラクション :アルコ・ィリス フラメン

コのタベ (踊 り手=新田和

子、クーロ・宮田その他大

勢、ギター=伊藤 茂、唄=
加藤直次郎 )

∞アトラクションは、天候によりますが

建築会館の中庭を使用し楽しい集いにし
たい。

(社 )日本建築美術工芸協会'91

トーク

主 催 (社 )日 本建築美術工芸協会、東

京ガス鞠銀座ポケットパーク館

第30回  1991年 4月 2日 (火 )

北村温子氏 (七宝・モザイク。

欄OPA)
i芸術家と職人

第31回  1991年 5月 フ日 (火 )

桜丼 清氏 (建築家。久米建築

事務所 )

i建築とアートヮーク_最近の

作品から一

第32回  1991年 6月 7日 (金 )

堀 朝子氏 (デザィナー。東陶

機器鞠 )

:最新 トイレの トレンド

第33回  1991年 7月 5日 (金 )

田中栄作氏 (彫亥J家。武蔵野美

術大学教授 )

:空 Fenの 演出について

第34回  1991年 9月 17日 (火 )

竹内裕二氏 (建築家。竹内裕二

建築設計事務所 )

:イ タリア中世の山岳都市――建

築家がみた丘上・山岳都市―

以上 1次

第35回  199† 年 ll月 28日 (本 )

佐々木群氏 (建築家。佐藤総合

計画)

第36回  1991年 12月 3日 (火 )

崎山小夜子氏 (イ ンテリアデザ

イナー。

崎山小夜子INTER10Rs)
第37回  1992年 l月 17日 (金 )

丼上雄治氏 (建築家。出下設計 )

第38回  1992年 2月 フ日 (金 )

内丼乃生氏 (彩布。文化女子大

学教授 )

第39回  1992年 3月 27日 (金 )

矢作彩子氏 (空間デザィナー。
エーアン ドス リーェム環境企

画 )

以上2次

ヨーロツパの街並み展

主旨 ョーロッパにおける都市広場の歴

史と発展を紹介する本展は、わが

国の街なみの保存さらには町づく

りにおいても示唆するものを多く

もってぃます。

さらに、建築・都市を文化として

継承してゅくぅぇにも参考になる

と存じます。

(展示される写真パネルその他は、

すべて駐日EC委員会代表部の提

供です )

会場 東京ガス新宿ショールーム (東京

都新宿区西新宿 3-7-13)
一 t」 R新宿駅南口下車、甲州街道

を幡ケ谷に向け徒歩約 15分右lFlで

す―

会期 4月 ll日 (本 )～ 4月 25日 (木 )。 午

前 10時より午後4時の間。

入場無料

主催 駐日EC委員会代表部 (社 )日本

建築美術工芸協会 (社 )日本建築

学会

後援 (予定)文化庁 東京ガス欄 日刊

建設工業新聞社 日刊建設通信社

A.A.C.A.作品写真展並びに

オープニング・パーティのこ案内

会期 3月 22日 (金 )は午前 ll時～午後5

時。3月 23日 ～4月 15日 (月 )は午前

ll時より午後ア時、但 し水曜日は休

館します。

会場 東京ガス仰銀座ポケットパーク館

2階 (東京都中央区銀座フー9-15)
○オープニング・パーティのこ案内 :3

月22日 (金)午後6時～パーティを同ポ

ケツトポーク館 |・ 2階で行います。

参加希望者は事務局まで電話等にてお

申込み下さい。

会費は一人l,Ooo円です。但し出品者は

無料です。

呻

i別荻胤

蜀

と き :平成3年 4月 12日 (金)午後2時
～午後5時半 (午後 l時開場 )

ところ :常陽藝文ホール

〒310水 戸市三の丸卜5-18常陽

第百郷土館フ階ao292 3卜 6611

発行 :芸只日本建築美術工芸協会

PhOne 03-3457-7998

Fax   03-3457-1598

〒108  東京都港区芝52620

建築会館6F

振替 :東京 1365085

編集 :(社 )日本建築美術工芸協会広報委員会

柳澤孝彦(委員長)、 宇津野和俊(日 J委員長)

大多了介、小玉 功、崎山小夜子

高部多恵子、玉見 満、土屋 巌

製作協力 illl s P建 材エージェンシー
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より大きな感動と情熱を伝滞 舞台づくり

それは三精輸
豊富な実績と経験から得た

幾多のノウハウに、最新の技

術を加えた三精輸送機の総

合力は、あらセ9る舞台機構の

二■ズに的確にお応えしま魂

舞台機構

昇降機

立体駐車装置

遊戯機械装置

設 計/製 作/施 工

三 精 輸 送 機 株 式 会 雅
本  社 //〒 564大 阪府吹田市江坂町 1丁目 3番 18号 丁巨L06(385)562(大 代表 )

東京支店′/〒 51東京都渋谷区千駄ケ谷 5丁 目29番 目号 (ナカニシビル)T巨 ヒ03(3356)5651

出 張 所/札幌・青森・仙台・秋田 。金沢 。名古屋・広島・九州 工場/京都 丁巨L0773(27)1211

―
踏

一

貯| |ず ―  ‐デ

ホール )

大・中・小ホール舞台機構納入



屋根と環境。
il星フオ、ンシング′レ・アスファノント
シンの レシリーズは、rl然環境や街
の 1景観にIIJl隊詭ツフトな葺き味を持
ち、:素オオから千1:liり の質感まで ザξ
しノご「環境とθ月赫 ll」 力=1文|オ■ま魂

▼
田島ルーフィング株式会社

東 京 :〒 101東 京都千代田区岩本町31113 電話 (03)38628531
大 阪 :〒550大阪市西区京町堀卜105   電話 (06)4430431
札 幌 :〒o60本し幌市中央区北三条東5丁 目5番 電話 (011)22i4014
仙 台 :〒 980仙 台市青葉区―審町11「3   電話 (022)2613823
大 宮 :〒331大宮市櫛弓町 1411      電話 (048)6531885
千 葉 :〒260千葉市登戸 141       電話 (0472)443711
横 浜 :〒231横浜市中区大田町 142    電話 (045)6515245
金 沢 :〒920金沢市瓢筆llJ19 3      電話 (0762)331030
名古屋 :〒461名古屋市東区東片端23番 地   電話 (052)9614571
広 島 :〒730広島市中 E・I西平塚町313   電話 (082)2488625
福 岡 :〒 810福岡市中央区薬院42]1   電話 (092)5213133

DELTA STEREOPHO‖Y
音像定仕システム「デルタステレオフォニー」は音

源と視党のズレを補正する画期的なシステムです。

音源がステージ上を前後左右に移動した場合、コン

ピュータがディレイタイムを変更し、リアルタイム

で音像を定位させます。スピーカに近い席の人にも

音源である話し手の方から音が聴こえてきます。

不 二 音 響 株 式 会 社
本    社 東 京 都 千 代 口 区 六 番 町 7-22 TEL(03)32633181● 熟X(03)32630410

名古屋営業所 名古屋市中区栄2113白川アカデミービル TEし (052)2011922吼|●AX(052)2015650

大 阪 営 業 所 大阪市西区北堀江112`四 ′構近商ビル TEL(0`,5417213Ⅲ ●IX(06)541725,

仙 台 営 業 所 仙台市宮城野区元寺Jヽ 路221サイビル TEし て022)295 8648ttl FIX(022)2,,8647

福 岡 営 業 所 幅岡市博多区博多駅東2537博 多ニッコーL/1,TEL(0'2)1522811代 I RX(0,2)45227,6

練 馬 工 場 東 京 都 練 馬 区 羽 沢 3-32-l TEL(03)0,,31391代 ,臥 X(03)3,48,3`2

-25-



TOTO
INTERIOR TILES

伝統を慈じむ心と、常に斬新なファッションを輩出

する感覚とを共存させる国、イタリアを中心に、日

本の建築に新たな息吹を与える丁0丁 0の輸入

タイルセレクショz欧州の装飾様式に培われた

味わいのある図柄。色彩、躍動感
`こ

満ちたライス

立体感あるレリーフが新しい空間を演出しま丸

カタログご希望の方は、〒107東 京者6港区赤坂7337プラースカナダ 東陶機器的 広告宣伝部「建美乃係まで 住所・氏名・電話番号を記入の上ご請求下さい。

7-llン

フアシリ汁
URBAN FACiL:TY
ハート十アートで豊かな都市づくり

●鸞IttS

本社 製品事業部
135東京都江束区東陽32414
Te1 03-3647-1185(イ t表 )Fax 03-3644-9373

特販事業部
135東京都江東区東賜32326太 陽ビル3F
Te1 03-3647-1231(1鼈 表 )Fax 03-3647-2314

都市アート開発事業部

135東 京都江東区東陽32326太 陽ビル3F
Te1 03‐ 36471260(イ t表 )「ax 03-36471537

-26「



Ｍｅｔｒ。ｐ。ぃ．リアルク・ドンール与介他の勲災官

愛 資□株 ゴ 塞 社

舞台照明設備 製作・苑正

|《

ヾ

■

■

◎ 薄露 鯛 松村電機製作所 蟷酔
〒
異品否尋語F電[V珪マ 雅y増呂
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‖ARUHO ELECTRIC 00り LTDロ

光ク6舞台の6J一つの燃力で九

●来る21世紀 に向けての文化、芸術の最先端総合施設 として、人々の熱い視線が東

京芸術濠」場に注がれています。

●斬新な舞台設備か ら生 み出される空間をよ り深 く、重層的に表現 してゆくのが、

時代を リー ドする MARUMOの 舞台照明技術です。

●舞台照明技術の粋 をあつめたマ リオネ ッ ト調光 システムを軸 にして、MARUMO
の舞台照明機器が この東京芸術劇場中ホールで活躍 しています。

○ 丸茂電機株式会社
本社・営業部/〒 101東 京都千代田区神田須田町124

TEL(03)3252-0321

大阪 (06)3121913/名 古屋 (052)2637425/福 岡 (092)7414762

広島 (082)2521600/札 幌 (011)2610321/仙 台 (022)2630221

NICHIMAN RUBBER TILE SERIES

未来型空間を支渇
(Ast「 ofa c e:テクノ)はノヽイテク

ノロジー 時代にノもヽさわ しく未来をイ

メージさせる床 /1/1で魂 静寂と緊張感

が漂う空間をささえる素材のひとつ

として、ニチマ ンの 新シリーズ床 材

(Ast「 ofac aテクノ)が誕生致し

ました。押えたモ ノ トー ンの色調 と

メカニカルなテクスチ ヤー はコム

タイルとは思えない独特の 表現力を

発揮 して未来空間 に調和 します。

もちろん床 材 に求め られ る条件 は

全てクリアー、(Ast「 oface:テクノ)

は床 にとどま らず建築の仕上材 と

して大きなポテ ンシヤル を秘めた

素材 と してお勧め いた します。

F-t*.Ed I Astroface Series

規格/サ イズ :500× 500mm色

用途/文イし施設、スポーツ施設、

数 :基 準色30色 :常備在庫色10色

オフィス、娯楽施設 学校

月「株式鈍ニチマレ
本社/〒726広島県府中市府中町741
TEL 0847 41 5600(代 表)FA× 0347415420802'

西日本発売元 大阪ニチマン商事株式会社

〒も,i大 阪1画豪関L]J白 : ITEヒ 16130352(代 表)|:AX 16 039 3592

東日本発売元 東京ニチマン商事株式会社

」
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KW糊酬厭 瑚に21世紀の都市空間に美を創造する。

東京芸術劇場(アトリウム三連回転扉7Jレミポリウレタン塗装仕上/モニュメントチタン+耐候性鋼)

設計 :芦原建築設計研究所/施工 :大成建設閉・靭問組

安藤建設爾
ij西

武建設帥・ 日本国土開発帥・い地崎工業

古久根建設い・城北働建設共同企業体

モニュメント作家 :永原 浄

菊川工業株式会社
本     社 0東 京 都 塁 田 区 菊 川 2-18-00o030343231〒 30

第 1  2部 0千葉県|,鷹 郡 自丼打 自丼工共団地 7● 0474920141 〒 270“

菊川金属工業い ●千葉県印語郡 白井町 自丼工共団地 7● 047492114 〒 27014

キクカワM&Eい ●大 阪 市 西 区 北 堀 江 2920¬ 028065354381〒 65o

テク ノ プラザ ●千葉県F,鷹 郡 白井町 自丼工業団地 7●04749204 〒 270,4
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芸術劇場大ホール

国 コ ト Z幸
東京都 千代 I]区 有楽町1212(コ トブキビツの
0100 TEL03(3591)1311“υ

利幌さ(0 )22 3496′ 青森0(077)753642/秋田0(088)6395 /盛 岡奮(096)25073/f山台壼(022)284 0 /水戸0(0292)258222/北 関東0(0286)62725/千葉0(0472)7526/埼玉奮(048)6445275/
武蔵野0(0422)53822/横 浜●(045)47 75/新 潟●(0252)43226/長野0(026)2289,22/静岡壼(054)2828792/名 古屋0(052)'73432/京 都0(075)37 322/大阪0(06)3965 ,金沢0(0762)4774221
神戸0(078)626382/高 松0(0878)5 940/広 島0(082)230 26/福 岡0(09044 0763/長 崎0(0958)478303/鹿児島0(0992)58236/沖 縄0(0988)637803
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LINAX

人・間・空・FEDた
ヽ

１
１
し せ つ に

株式会社 INAX本   社 〒479愛 知県常滑市鯉江本町5丁 目1番 地 80569352700

東京本部 〒 63東 京都新宿区西新宿二丁目3番 1号 新宿モノリス 8033343 700

東京支店 〒 04東 京都中央区八丁堀三丁目 0番 5号 80335553700

●全国ショールーム
ー 札幌/0 24 225  宇都宮/028634233   千葉/047222■ ,01   名古屋/05220 ,5 大阪/06532400   高松/08782 782

青森/077,42345   大宮/04865 ,91    横浜/0452429290   津/059226 75   神戸/07322 777 1 広島/082227 701

仙台/022265¬ 70   水戸/029227 78    松本/026386740   新潟/025228 701   岡山/086222055  山口/0839732424

郡山/0249227503  銀座/033562 70    岐阜/058276 71   金沢/076262¬ 701  徳島/088626 703  福同/09247 '00

高崎/02,325 257  新宿L2/033340 700  静同/05425 701    京都/07523 76  松山/08993 5730  熊本/096322 894
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PIIILOSOPDHY OF KAWASHIMA TEXTILE ARTS

1991年4月6日田-4月28日lEl
開館時間/A.m,11loo― R躙.7:00(毎週月曜日休館)

[会場]

麻布美術工芸館
〒106東京都港区六本木4‐6-9 TEL03 5474-1371地 下鉄日比谷線六本木駅下車徒歩3分

入場料/一般800円 。学生600円
主催/川島織物文化館

後援/麻布美術工芸館・日本建築美術工芸協会・日本服飾学会・東急フアミリークラブ



⑧現代彫刻センター
CONTEMPORARY SCULPTURE CENTER

藝

本   店/〒 104東京都中央区銀座3丁 目10番 19号 美術家会館 丁EL 03(3542)7505(代 表)03(3542)0138(ギ ャラリー専用 )

目 黒 分 室/〒 141東京都品り|1区上大崎2丁目13番 22号 シーアイマンシヨン白金204号 丁EL 03(3280)3981(代 表 )

海外駐在員/□―マ パリ ニューヨーク

l.:   |      …
｀
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